
経営比較分析表（令和6年度決算）
山口県　宇部市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 R02 R03 R04 R05 R06

1,894 1,821

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 215,695 240,619 243,650

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 1,731 1,748 1,859

229,134

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

114 - 有 有

229,997

- 201.1 2,154 71

R02 R03 R04 R05

※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

R02 R03 R04 R05

・「①経常収支比率」及び「②営業収支比率」は、運
送収入が増加しているものの、人事院勧告を踏まえた
給与制度の見直しにより人件費が増加しており、ま
た、物価高騰に伴う修繕費の増加により、前年度と同
等程度で推移している。

・「③流動比率」は前年度から増加し約700%で、当面
の支払能力に問題はないと考えている。

・「④累積欠損金」は令和3年度に純利益を計上したこ
とで解消して以来、発生していない。

・「⑤利用者1回当たり他会計負担額」及び「⑥利用者
1回当たり運行経費」並びに「⑦他会計負担比率」は平
均値を大幅に上回っており、バス利用者が減少傾向で
あることに加え、経常費用が増加していることによる
ものである。

・「⑧企業債残高対料金収入比率」は、令和6年度に新
規借入れを行っていないことで減少傾向にあり、平均
値を大きく下回っている。

・「⑨有形固定資産減価償却率」は、令和3年度のＩＣ
カードの導入により、減少したものの、建物及び建物
附属設備の更新を見送っているため、上昇傾向であ
る。

R06

当該値 93.4 105.3 105.3 106.0 99.0 当該値 44.5 50.8

R06 R02 R03 R04 R05R06 R02 R03 R04 R05R06

平均値 83.7 89.7 96.8 100.0 100.1 平均値

818.7 599.247.6 48.5 48.3 当該値 761.9 853.4

71.4 76.9 83.4 87.5 87.6 平均値

0.0 0.0 0.0764.0 当該値 5.7 0.0

58.4 66.5 64.7 61.0 58.1

2. 経営の効率性について

126.8 108.4 107.1 116.8 110.5 平均値

R04 R05 R06R06 R02 R03R04 R05R04 R05 R06 R02 R03R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

82.4 83.6

■当該値⑥ 509.6 484.2 482.0 486.6

19.7 10.8 16.3 12.1 7.4 当該値24.5 28.4 27.2 25.0 23.6 当該値

57.2532.1 平均値 9.6

■当該値⑤ 85.8 79.0

■平均値⑥ 244.7 231.7 214.7 205.8 209.1

81.4124.6 137.7 131.1 121.4 125.8 当該値

75.2

■平均値⑤ 23.4 23.9 20.6 21.3 21.8

59.0 平均値 74.5 75.4 76.0 75.210.4 平均値 53.2 56.9 54.610.3 9.6 10.4

2. 経営の効率性

全体総括

R02 R03 R04 R05 R06

・「①走行キロ当たりの収入」は他会計負担比率が高
いことからも平均値に比べ低い水準である。

・「②走行キロ当たりの運送原価」が増加しているの
は、人件費及び修繕費の増加によるものである。

・「③走行キロ当たりの人件費」は、近年、運転士不
足への対応策として、給料のベースアップを実施して
おり、令和4年度を境に増加に転じている。

・「④乗車効率」は平均値を大幅に下回っているが、
公営交通として市民の移動手段を確保するため、路線
の廃止や減便を行う前に、利便性の向上を図り、バス
利用者を増やしていく必要があると考えている。

　安心・安全で質の高い運送サービスの提供を継続的
に行っていくため、各事業において以下の取り組みを
進めていく。
　乗合事業においては、近年回復傾向であった乗車人
員が減少に転じているため、引き続き、ＩＣカードの
利用実績データを活用した路線見直しやダイヤ改正を
実施し、利用促進を図る。
　また、貸切事業については、訪日外国人旅行者数の
増加に伴い、貸切バス需要は依然として高い状況にあ
り、収益の柱として成長する余地が十分にあるため、
運転士不足の解消を始めとした、当該需要に対応でき
る組織基盤を構築する。

当該値 170.51 177.06 221.45 251.01

R02 R03 R04 R05R02 R03 R04 R05 R06

372.49 357.12 385.08 409.45

R02 R03 R04

235.29 247.28

R05 R06R06

9.4

平均値 256.29 274.77 311.41 343.94 365.87 平均値 404.31 409.29

285.57 当該値 7.6 8.2 8.4 9.3428.40 当該値 267.83 252.37231.98 当該値

16.8 17.7 18.5

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

250.15 266.84 291.39 平均値 14.2 15.4415.01 434.94 478.54 平均値 252.81 249.43
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